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あいさつ 

 

京都府高等学校文化連盟 

会 長  吉 川  孝 

（京都府立鴨沂高等学校長） 

 

 「第 37 回京都府総合文化祭（京総文）」を今年度も開催できますことを心より感謝申し上げます。 

 今年度は、新型コロナウイルス感染症への対応のため、年度当初から臨時休業となり、生徒たちは不安

な思いの中、大変な日々を過ごしてきました。学校再開後、生徒の一人が「一週間前から楽しみにしてい

た。部活ができて、学校生活が送れることがとても嬉しい。」と言ってくれた言葉がとても印象的でした。

生徒も教職員もみんなが『あたりまえの日常生活』がいかにかけがえのない、大切なものであるかを実感

した日々でもありました。 

 まだまだ予断の許さない状況ですが、京都府・京都市教育委員会や特別協賛の村田製作所様はじめ多く

の関係者の皆様の御理解・御支援、各専門部の感染予防策を含め万全の体制での実施に向けての御準備、

そして加盟校の教職員や保護者の皆さまの御理解・御協力のお陰で、京総文を開催することができます。

ありがとうございます。 

 ９月 13 日から 11 月７日までの期間に、各部門が発表や競技を行います。さまざまな点でいつもとは

違う形での開催となりますが、生徒と教職員が協力・工夫することで、一人一人にとって、記憶に残る素

晴らしい京総文になればと思います。生徒への御声援・御支援をお願い申し上げますと共に、今後とも本

連盟の活動に御支援・御協力をお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

囲碁部会長 阿南 孝也 

（洛星高等学校長） 

 

困難な状況を乗り越えて、第 37 回京都府高等学校総合文化祭の開催にご尽力くださった皆様に、心

から感謝申し上げます。 

さて、今年度新たにスタートする「大学入学共通テスト」は、従来の「知識偏重」を改めて、これか

らの世の中に必要とされる「思考力・判断力・表現力」を問う形に変更されます。 

「囲碁は、知能と人間性を発達させるすばらしい教育的手段である」 鄭壽鉉 

 囲碁は創造力を育み、発想力を豊かにする素晴らしい競技です。自由なルールのもとに「かたち」を創

り上げていく囲碁は、まさに「思考力・判断力・表現力」を培うものだと思っています。さらに、年代を

越えたコミュニケーション、世界各国の人たちとの交流にも役立つものです。 

 囲碁を愛する皆さん、「集中力」と「バランス感覚」を大切にして競技に臨んでください。本日の大会

が、皆さんの棋力の向上、創造性、コミュニケーション力の向上につながることを、心から祈念していま

す。  



競技について 

個人戦 

日  時：令和 2 年 11 月 1 日（日）9：00 受付 

会   場：ハートピア京都 （〒604-0874 京都市中京区竹屋町通烏丸東入る清水町 375 番地） 

競技種目：(1) 総互先戦男子の部・女子の部（京都府代表決定戦） 

(2) 段級位認定戦 

(3) 初心者戦 

 競技方法：(1) 総互先戦では，先番 6 目半コミ出しとします。対局時計を使用し，持ち時間は各 35 分，

使い切ると 1 手 10 秒の秒読みとします。 

(2) 段級位認定戦では，1 段級差 1 子の手合割（置碁）戦，置石は 9 子までとし，それをこ

えると１段級差につき，13 目の逆コミとします。 

(3) 初心者戦では，9 路盤 / 13 路盤で囲碁の打ち方, ルールを丁寧に教えます。 

 表  彰：総互先戦については，男女各 3 位まで表彰。認定戦は，好成績の人を表彰。 

審 判 長：藤山 和登 先生（日本棋院京都本部長） 

そ の 他：本大会は 12 月 19 日（土）に大阪市（江坂）で行われる第 9 回近畿高校囲碁選手権大会（個

人戦）の京都府代表決定戦を兼ねます。 

団体戦 

日  時：令和 2 年 11 月 7 日（土）13：30 受付 

会   場：洛南高等学校 （〒601-8478 京都市南区壬生通八条下る東寺町 559 番地） 

競技種目：(1) 同一校に在籍する男子生徒 3 名（主将，副将，三将）による団体戦 

(2) 同一校に在籍する女子生徒 3 名（主将，副将，三将）による団体戦 

 競技方法：(1) すべての対局を先番 6 目半コミ出しで行います。対局時計を使用し，持ち時間は各 35

分，使い切ると 1 手 10 秒の秒読みとします。 

 (2) 主将が「ニギリ」により先番を決め，副将，三将の順に先後を入れ替えて対局します。 

 (3) 2 勝した学校を勝ちとします。 

 表  彰：男女とも優勝，準優勝の学校を表彰します。 

審 判 長：藤山 和登 先生（日本棋院京都本部長） 

そ の 他：本大会は 12 月 20 日（日）に大阪市（江坂）で行われる第 9 回近畿高校囲碁選手権大会（団

体戦）の京都府代表決定戦を兼ねます。 

 

新型コロナウイルス感染症対策について 

1. 開催当日起床後に検温を行い，37.5℃以上の発熱や新型コロナウイルスの感染と似た症状が見られる

場合は，参加を見合わせていただくようお願いいたします。 

2. 会場では必ずマスク・フェイスシールドを着用し，咳エチケットを徹底してください。 

3. 対局の前後，会場入りの際には手指の消毒や手洗いを行ってください。 

4. 対局終了後は感想戦を行わず，速やかに結果を報告してください。 

5. 大声での会話を避け，対局中はなるべく声を発さないようにしてください。（挨拶，投了以外） 

  



 


